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１．はじめに 

通常，覆工コンクリートの天端部からアーチ部にか

けてのコンクリート打設は，天端部に設けた吹上げ口

から吹上げ方式で打込む．しかしながら，この場合，

背面の空洞等の施工不良が懸念される． 

本工事では，これらの施工不良を防止するため，高

流動コンクリートを使用し，打設時には加圧充填をす

るため，圧力センサーにより充填圧を管理しながら施

工を行った． 

本報文は，その充填性を検証した結果を報告するも

のである． 

２．覆工の概要 

本工事のトンネルは標準部の掘削断面積が約 90m2，

覆工厚さが 30cm の道路トンネルである（図-1）．また，

覆工スパン長は 12.5m で施工し，施工数量は約 110m3/

スパンである． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリートは，高い自己充填性と材料分離抵抗性 

を有する高流動コンクリート（スランプフロー値：

60cm）を採用した．高流動コンクリートの配合を表-1

に示す． 

また，セントルの製作にあたり，高流動コンクリー

トを使用するため，設定側圧を 0.06N/mm2としている． 

３．充填性の確認方法 

 充填性を確認する上で，掘削後に内空断面を計測し，

コンクリート打設時の想定量を算出し，実打設量との

比較を行った．また，加圧充填は充填圧の管理値を設

定し，測定を行った． 

3.1 コンクリートの想定量の算出 

コンクリートの想定量算出に当たり，本工事では生

産性向上を目的にトンネル全線にわたり掘削後の吹付

面を 3D レーザースキャナー（以下，3DLS）により断

面計測を行った（写真-1）． 

 

 

 

 

 

 

 

その計測結果をもとに覆工コンクリート 1 スパン当

りの想定打設量を算出した． 

3.2 充填圧の管理方法 

充填圧の管理には圧力センサーを用いた．設置場所

は，天端部に 3 ヶ所，SL 部に 2 ヶ所，計 5 ヶ所とした．

設置位置について、図-2 に示す． 
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写真－1 3D ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅｰ計測状況と点群ﾃﾞｰﾀ 

点群ﾃﾞｰﾀ 

表－1 高流動コンクリートの配合 

図－1 標準断面図（ＤⅠ断面） 
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天端部に作用する圧力は，コンクリートの巻厚換算

高さから求め，巻厚 40cm とすると 10kpa となる． 

打設時の管理としては，圧力をリアルタイムにモニ

ターで確認しながら，充填圧が覆工巻厚 2 倍程度

（20kpa）を示したことを確認し，打設完了することと

した（写真-2）． 

 

 

  

 

 

 

 

４．充填性の検証結果 

4.1 圧力センサーによる充填確認結果 

圧力センサーによる充填確認として，その測定結果

を図-3に示す． 

各測点とも，充填圧の管理値として 20kpa 以上となり，

充填が確認されたことを示している． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 打設量による充填確認結果 

実打設量と 3DLS による想定打設量を比較した充填

確認結果を表-２に示す．対象は 55 スパンである． 

なお、標準断面部（DⅠ断面）のみで，箱抜き等のない

スパンで行った．また，想定打設量はセントルセット

時の上げ越し（20mm）・拡げ越し（20mm）および防水

シートのたるみ（20mm）を考慮した数値である． 

打設量による充填確認結果として，その結果を表-2

に示す．平均値で，想定打設量より約 6m3（106%）多

い結果となり，また，最小でも想定打設量より約 1m3

（101%）多い結果となった．これにより、加圧充填に

より，確実に充填されたことが確認できた. 

 

 

 

 

 

4.3 目視による充填性の確認 

セントル脱型後の妻型枠部の状況を写真-3 に示す．

充填が確実にできていることが目視でも確認できた． 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

本稿では，覆工コンクリートの充填性による品質確

保の現場での検証結果について報告した． 

 今回の結果から，高流動コンクリートによる自己充

填性に加えて，加圧充填により天端部の品質がさらに

向上し，密実な覆工コンクリートを構築することがで

きたと考えられる．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－２ 打設量による充填確認結果 

管理値 20kpa 

図－３ 充填圧測定結果 

図－２ 圧力センサー設置位置図 

写真－２ 圧力ｾﾝｻｰ設置およびﾓﾆﾀｰ確認状況 

ﾓﾆﾀｰ 

圧力ｾﾝｻｰ 

写真－３ 脱型直後の充填確認 

（天端部） （アーチ部） 

写真－４ 覆工コンクリート仕上がり状況 

実打設量 想定打設量 差 充填率

(m3） (m3） (m3） (％）

平均 105.2 99.2 + 6.0 106.0

最大 101.0 88.9 + 12.1 112.2

最小 101.0 100.2 + 0.8 100.8
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